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島根県政策企画局女性活躍推進課　

整理
番号

受付
年月日

申出内容
処理

年月日
処理結果及び施策改善への反映状況

1 H15.3.10

　栄養士の資格を取ったり保育士に
なりたい男子高校生の希望を叶えら
れる進学先は、県内では県立女子短
期大学しかない。男女共同参画の家
庭や地域をつくるために、早急に共
学を検討してほしい。

H15.4.25

　県立女子短期大学において学内検討組織を立ち上げ、大学全体の見直しに取り
組んでいるところであり、この中で検討を進める旨の回答をした。

2 H17.12.2

　プルトニュウム混合燃料に関する懇
談会の委員の選任に関して、名簿案
が作成されると同時に関係課への報
告がなされていないこと構成員の女
性の比率が１７分の４であることから
付属機関等条例に違反している。 H18.1.27

・関係課への報告については、委員の委嘱手続きが終了後「付属機関等の設置及
び運営に関する要綱」に基づき速やかに報告を行っている。
・懇談会に係る構成員は、議決権の有無、定足数の対象であるか否か等から１２名
であり、このうち女性は４名である。女性の登用については、「県付属機関等の設置
及び構成員の選任等に関する条例」に沿って選任に努めたところであるが結果とし
て女性委員が40%を下回ることとなったものである。政策方針決定過程への女性の
参画推進に向けて、幅広い観点から女性人材を登用することは重要なことであるの
で、今後とも女性の参画を進め、男女共同参画の推進に努める。
以上について申出者に対して回答した。

3 H17.12.26

　第2回プルトニュウム混合燃料に関
する懇談会において実施された講演
が、客観的データーに基づかない大
衆操作・女性蔑視の内容であったとさ
れ、講師の選定と講演内容について
苦情の申出でがされた。

H18.2.2

・講師の選定については、第1回懇談会での決定を受けリスク論の分野における専
門家の中から、リスク論を平易に解りやすく話していただける方を選定した。
・講演内容については、話の受け止め方は個々人によって異なるが、懇談会の委員
からは有益な話であったと評価いただいている。今後とも懇談会における講師の選
定については、テーマについて該当する分野から懇談会の決定を受け最も適切な
方を選定していく。
以上について申出者に対して回答した。

4 H18.5.9

　平成１８年３月に改定された島根県
男女共同参画計画（しまねパート
ナープラン21）中の「ジェンダー・フ
リー」に関する説明が、間違った解釈
だけが記載されており、県民に大きな
誤解を与えている。

H18.6.23

　「しまねパートナープラン21（改定版）」における「社会的性別」(ジェンダー)について
の用語解説は、国の計画との整合を図るため、平成17年12月27日に策定された国
の男女共同参画基本計画（第2次）中の記述をそのまま掲載したものである。
　当該記述は、「ジェンダー・フリー」という用語が、使う人によってその意味や主張
する内容が様々である中、「ジェンダー・フリー」を使用しての不適切な事例を掲載し
ているものと考えている。
　しかし、当該記述内容のとらえ方によっては、県が目指す男女共同参画社会の実
現に向けた県民の取り組みについても否定される懸念があることら、県としては、今
後、施策を進めるに当たって、男女共同参画の理念や「社会的性別」(ジェンダー)に
ついて、誤解を受けることのないよう理解と普及に努めていく。
以上について申出者に対して回答した。

5 H18.5.11

・第10回プルトニウム混合燃料に関
する懇談会の最終報告書の採決に
おいて、女性の反対意見の持ち主に
対する蔑視があった。
・第9回会議の議事要旨において、会
議冒頭で30分にもわたる女性委員の
発言を一切無視し、一行も触れられ
ないのは、女性に対する人権無視で
ある。

H18.6.23

　採択の表決については、下記1のとおり適正に行われたものと考えている。
　また、第9回懇談会議事録要旨作成についても、下記2のとおり懇談会委員の承認
のもとに適切に作成したものと考えている。
　このことから、女性の反対意見の持ち主に対する蔑視はなかったものと考える。
　1.採択の表決について
第10回懇談会における最終意見書の採択に当たっては、議長は報告書案について
の意見以外に、その他の意見についても受け入れる旨発言されるなど<各委員に意
見を表明する機会を何度も与えられており、賛成されなかった女性委員についても
意見表明の機会は確保されていたものと考えている。また、表決については、異議
のない方に挙手を求めることにより、懇談会設置要綱の規定に基づき過半数である
ことを確認されたものであり、適正に行われている。
　2.第9回懇談会の議事録要旨について
懇談会議事録要旨は、個々の委員の発言内容を記録するものではなく、どのような
議事が行われたかの概要を記録する観点から作成したもので、懇談会で確認され
た後、確定し公開している。また、この議事録要旨に併せて各委員の発言内容等詳
細な内容を記録した議事録を作成し、県のホームページで公開しており、全ての議
事内容が確認できるようにしている。
以上について申出者に対して回答した。

6 H19.7.17

　出雲市内の中学校においては、全
ての学校で、女性の生徒はスカートと
いう決まりが校則で義務付けられて
いる。
　これは、男女の権利を平等にしよう
という社会の考え方、方向性に逆行
している。是非、県内の公立中学校、
高校において女性の生徒もスカート
のほか、権利としてズボンも選択でき
る制度の導入を働きかけてほしい。

H19.10.9

　国の指導では、校則等は、各学校において、地域の実情、児童生徒の発達段階、
学校の方針、保護者の考え方、児童生徒の実態等を踏まえることが必要とされる。
　また、校則は各学校において適切に考えられることが基本であり、文部科学省等
による校則の基準づくりは、校則の画一化を招くことになり、適当でないとしている。
　県教育委員会としても、校則は学校個々の判断の上、定めるべきものであり、一
概にスカートとズボンの選択性導入という、画一的な指導を行う考えはない。
　しかし、校則を定めるに当たっては、男女平等など基本的な人権尊重に配慮され
るべきであると考える。
　県教育委員会としては、今後とも教職員の男女共同参画に関する理解促進のた
めの研修を継続するとともに、校則についても男女共同参画の視点に立って、積極
的に見直していくよう指導していく。
以上について申出者に対して回答した。
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